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★開 会 点 鐘：渡辺 勉 会長
★国 歌：－
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第２９４６回 例 会 記 録
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司会：木村 一則 ＳＡＡ⑥
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◇本日のビジター
中湧別ロータリークラブ 土井 昭宏 君

会長報告 渡辺 勉 会長①
先週の例会で次年度の理事・役員の立候補を公

募いたしましたが、届け出はありませんでした。
クラブ細則に基づき指名委員会を設置するため、
例会終了後、臨時理事会を開催します。
今朝のTV報道ですが、今までと違うインフル

エンザが非常に流行っていて、学校も臨時休校の
ところがあるようです。年配の会員は特に気をつ
けて頂きたいと思います。

幹事報告 高井 一博 副幹事③
１．向陽園、ひまわり学園、北光学園より、それ
ぞれクリスマス会の案内。

２．国際ロータリー日本事務所より、ガナバー事
務所を経由し2019年手続要覧の購入に拘わる
案内。購入希望者は12月19日まで事務局へ。

3．例会終了後、臨時理事会を開催します。

委員会報告
◇前島 英樹 親睦活動委員長④

先週もご案内いたしましたが、来月12月19日
のクリスマス家族会のご出席、特にご家族の方の
ごご出席、併せてチャリティーオークションの出
品もよろしくお願いいたします。
なお、この実施に向けて例会終了後、委員会を

開きます。委員の方はよろしくお願いします。

本日のプログラム 会員卓話
子供は自然体験をたっぷりすべき

河原 英男 会員②
（オホーツク野人会 代表幹事）

お手元の資料について、私の感じていることや
私のこれまでの道草を食いながらの人生の一端に
触れたいと思います。

この資料は国立青少年教育振興機構が平成30
年8月に公表した報告書から一部をプリントしま
した。私が大変気になっていたのは、子供たちは
自然体験をたっぷりした、ひょっとすると自然体
験をし過ぎて勉強が疎かになっている面は無いの
か、そういう指摘も時々耳にするが、それはそれ
として小さい頃からある一定の学年に達するまで
は、何をおいても自然体験はたっぷりすることの
方が僕は大事だと信じているものの一人です。
裏面をちょっと見て下さい。自然体験に関する

質問項目で、・チョウやトンボ、バッタなどの昆
虫を捕まえたこと、・海や川で貝を採ったり、魚
を釣ったりしたこと、・大きな木に【2面へ】

【名前等後の○数字は写真の番号】

2019年12月12(木) 12:30～
年 次 総 会
指 名 委 員 会

2019年12月 5(木) 12:30～

会員卓話：髙橋 義詔 君
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11月21日 42 39 32 82.1%
11月28日 42 39 30 76.9%

石井定男出席
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【1面より】登ったこと、（以下、省略）という
ようなことを聞いて調査はまとめられました。

表をご覧下さい。「自然体験」、「生活体
験」、あるいは「お手伝い」などをたっぷりした
子供たちは「自立性」や「積極性」、そして「協
調性」が極めて高い。僕自身は“やっぱり”という
印象を強く受けました。これからも私の足腰が動
く内は子供たちにとりあえず勉強は二の次、三の
次にして、たっぷり遊ぶべき、そういう呼びかけ
をこれからもしたいと思っています。
因みに僕自身はどんな育ちをしてきたかという

と、私は興部町字秋里いうド田舎で生まれまし
た。舗装された道路は国道も町道も見当たりませ
んでした。そんなところで高校2年まで過ごして
いた。小学入学時、ノムラ君というとても愉快な
同級生がいました。彼は野ウサギ、イタチ、タヌ
キ、エゾリス、蛇、等々、この手のものを捕獲す
る技は超一流でした。彼の後について僕は川や野
原へ春夏秋冬問わず遊びほうけたものでした。
ところが、昭和35年、彼はお父さんの出身で

ある北朝鮮に帰国することになりました。母さん
は日本人でした。従って彼はハーフで日本語もと
ても流ちょうで大の仲良しでした。どんな事情が
あったかは知りませんでしたが北海道に渡って来
て秋鮭で生計を立てていました。その彼が突然北
朝鮮に帰国するという話を聞いて私は大いにがっ
かりしました。
出発当日、秋里小中学校の校庭に部落の人たち

がみんな集まり最後のお別れをすることになり、
彼の父さんが多少訛りのある日本語でさよならの
挨拶をして馬車で興部の町の方に向かいました。
その時に何と子供や大人やじいちゃんやばあちゃ
んだけでなく山羊も羊もみんなが集まって来て見
送ったのです。さようなら、元気でね、またいつ
か会おうね！ みんな一斉に大きな声でさよなら
をしました。僕はその時の場面は、もう、ん十年
経っていますけど鮮明に覚えています。なんと、
羊も山羊もみんな一斉に鳴いたのです。
この話を僕が教員になって教室で子供たちに話

したときに、あるわんぱくな子供が、「先生、そ
れは違います。羊や山羊も一斉には鳴きません。
めいめい、鳴きます」というのです。えっ!? 実
はこの話を組み立てるのに2週間かかりました。

表向き教育長となっていますが、これは僕の仮
の姿です。本職はオホーツク野人クラブの名誉あ
る代表幹事です。立ち上げたのは平成7年ですか
らもう24、5年になります。正式会員は僕一人で
すが物好きな人が結構いて勝手連を名乗っている
人があちこちにいます。管内や札幌など、です。
この遠軽ロータリークラブの会員の方々にも助

けていただいております。例えば、エルム漁業部
の渡辺さんには鮭釣りの手ほどきを教えていただ
いています。それから橋本会員の敷地の中ではカ
ブトムシの幼虫を今年のゴールデンウィーク明け
ですけれども、20数名がそれぞれに集まって何
と千頭以上の幼虫をほじくり出しました。町内外
の幼稚園や保育所や、遠くは札幌、別海、釧路の
方にも予約を受けて送っています。来年も連休明
けにそうしようと思っています。
最後に、僕、落語家としてデビューいたしまし

た（写真上）。10月の末です。福祉センターで
「えんがる落語会」が開催されました。出演して
くれたのは、大師匠以下3人です。私の仮の姿が
主宰なので、大師匠に始まりの挨拶をさせて頂き
ますという話をしたところ、「挨拶は良いけれど
堅い話はダメだからな、高座に上がってやれ」、
と言われて、生まれて初めて赤い布敷の高座に座
布団が一枚敷かれているところで座って挨拶をし
ました。落語は、おかげ様で、バカ受けでした。
「私を弟子にして頂けませんか、しっかり稽古

に打ち込みます」、大師匠は「一人前になれるか
もしれないぞ」、その場で入門を許可されました
が、今日までまだ正式に入門させてもらっていま
せん。


